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な改善を示した,

【結語】多彩な画像所見を呈し肝生検で診断し

えた血管内リンパ腫の 1例を経験 したので文献

的考察を加え報告する.

47 肝破裂で発見された転移性肝腫癌の1例

高綱 将史 ･′菅森 浩二 ･佐藤 明人

福原 康夫 ･渡辺 庄治 ･佐藤 知巳

富所 隆 ･割 Il 明

長岡中央結合病院消化器病センター

内科

症例は63歳,男性.主訴 :腹痛.

2009年 2月18日脱肛にて近医受診.腹部腫癌

にて認め当科紹介受診.後腹膜腫癌の診断で3月

13日切除術施行.病理診断は左副腎嚢胞 (被膜,

血腫あり)であった (synaptophysin陽性).術後

は近医で経過観察となった.2012年 10月 21日

AM 1時30分,腹痛が出現,増悪したためAM 5

時,前医へ救急搬送となった.同院で腹部造影

CTを施行 し,多発肝腫癌の破裂と診断された.

高次医療が必要と考えられ,AM 9時当院に搬送

された.精査の結果,転移性肝腺癌の破裂と診断

し,同口緊急TAEを試行した.肝腫癌の生検の結

栄,神経内分泌腫癌 (NET)と考えられた.病歴

を加味するとretrospectiveではあるが,副 腎原発

の神経内分泌腫壕による転移性肝腫癌の診断と

なった.現在はTAEと化学療法にて治療を行っ

ている.NETの肝転移に対する報告は散見され

るものの,肝破裂を契機に発見された症例報告は

みられず,極めて稀な症例と考えられる.本症例

に関して,今後の慎重な経過観察と治療方針の検

討が必要である.

48 術後早期に多発肝転移を来したAFP産生早期

胃癌の1例
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同 病理診断料*

49 脳深部刺激装置植え込み患者の転移性肝癌に

対し経度的ラジオ波焼灼術を施行した1列
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50 緩徐な発育を認めた肝原発神経内分泌腫癌の

1切除例
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